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おもな内容

第５７回 全日本吹奏楽コンクールにて、香芝東中学校吹奏楽部が金賞を受賞されました。

おめでとうございます！！

▲平成21年10月24日中学の部　普門館にて
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平成21年第５回（９月）市議会定例会結果
平成21年第５回香芝市議会定例会は、９月３日から24日までの22日間の会期で行われました。

本定例会では、理事者から提出された、報告事項３件、条例の制定及び一部改正４件、補

正予算６件、道路認定廃止２件、決算の認定及び一般会計・特別会計９件、人事案件３件の

27議案及び議員提案による２議案について、慎重に審議いたしました。

報 第 ５ 号 報告受理平成20年度決算における健全化判断比率及び資金不足比率の報告について

報 第 ６ 号

報 第 ７ 号

議 第 3 2号

報告受理

報告受理

損害賠償の額の決定及び和解の専決処分の報告について

損害賠償の額の決定の専決処分の報告について

原案可決

原案可決

香芝市体育施設条例を制定することについて

議 第 3 3号 香芝市税条例の一部を改正することについて

議 第 3 4号 原案可決香芝市国民健康保険条例の一部を改正することについて

議 第 3 5号 原案可決香芝市都市公園条例の一部を改正することについて

議 第 3 6号 原案可決平成21年度香芝市一般会計補正予算（第１号）について

議 第 3 7号 原案可決平成21年度香芝市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について

議 第 3 8号 原案可決平成21年度香芝市老人保健特別会計補正予算（第１号）について

議 第 3 9号 原案可決平成21年度香芝市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について

議 第 4 0号 原案可決平成21年度香芝市介護保険特別会計補正予算（第１号）について

議 第 4 1号 原案可決平成21年度香芝市下水道事業特別会計補正予算（第１号）について

議 第 4 2号 原案可決香芝市道路線の認定について

議 第 4 3号 原案可決香芝市道路線の廃止について

認 第 １ 号 原案認定平成20年度香芝市一般会計歳入歳出決算の認定について

認 第 ２ 号 原案認定平成20年度香芝市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について

認 第 ３ 号

認 第 4 号

原案認定平成20年度香芝市老人保健特別会計歳入歳出決算の認定について

原案認定平成20年度香芝市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

認 第 ５ 号 原案認定平成20年度香芝市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について

認 第 ６ 号 原案認定平成20年度香芝市下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について

認 第 ７ 号 原案認定平成20年度香芝市土地取得特別会計歳入歳出決算の認定について

認 第 ８ 号 原案認定平成20年度香芝市財産区財産特別会計歳入歳出決算の認定について

認 第 ９ 号 原案認定平成20年度香芝市水道事業会計決算の認定について

同 第 ４ 号

意見書第３号

選 第 1 3 号

原案同意香芝市公平委員会の委員の選任につき同意を求めることについて

同 第 ５ 号 原案同意香芝市教育委員会の委員の任命につき同意を求めることについて

諮 第 １ 号 原案承認人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

議　案 結　果

原案可決新型インフルエンザ対策に関する意見書　　　　　　　　　 下田　　昭

選　　挙奈良県後期高齢者医療広域連合議会議員選挙について

結 果議 案

議　員　提　案 提出者
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決　算　特　別　委　員　会　〔平成21年９月７日・８日〕

議会費合計 

報酬 

H20年 
249,785

121,146
48,540
948
6,669

H16年 
250,701

116,372
45,759
5,574
6,542

H17年 
258,328

121,851
43,668
6,085
9,476

H18年 
253,096

121,188
49,352
122
8,866

H19年 
243,081

115,920
46,923
792
6,715

議員に 
係る主な 
歳出額 

議員期末手当 
議員旅費 
政務調査費 

単位：千円 

議会費の 
５年間の決算状況 

議会費合計 

報酬 

議員期末手当 

議員旅費 

政務調査費 

300,000 

250,000 

200,000 

150,000 

100,000 

50,000 

0
H20年 H16年 H17年 H18年 H19年 

単位：千円 

報酬等 
議員数 
２名欠員 

報酬等 
議員数１名欠員 

議員旅費 
・議員研修未実行 
・費用弁償廃止 

平成20年度会計決算については、予算時の答弁や目的と大差なく執行されていることの確認をし、極めて厳

しい財政状況にありながら、行財政改革の推進のもと、歳出の徹底した見直しによる抑制と、それに伴う事業

の選択、また歳入面での自主財源についても、積極的な策を鋭意取り組まれていることを評価し、委員会とし

て決算認定いたしました。

今回の決算審査においては、香芝市行政組織の基本的なあり方から、組織体制の重複、施策調整を初め、目

的に合った組織再編の計画の遅れ、また行政職員数の適正水準問題や今後の人員採用計画、決算審査事項に入

らなかった各種施設の利用料の減免の適正化、さらには景気対策への積極的な取り組み、所期の目標を達成し

た事業の打ち切り、経常経費増につながる国の押しつけ施策への対応、市民が主人公となった決算であるのか

など、多くの課題や問題点を指摘しました。

市長は、審査過程におけるさまざまな意見や提言について、これからの行政執行に反映させるとともに、現

下の非常に不透明な国の情勢下において、あらゆる面で慎重に情勢を見極めながら来年度の予算編成に取り組

むといたしました。

認第１号 平成20年度　香芝市一般会計歳入歳出決算を認定

歳入総額　226億3 ,346万円
歳出総額　224億6 ,586万円
差引額　 1億6 ,760万円

市 の 財 政 運 営 お よ び 各 事 業 の 内 容 を 精 査

※歳入、歳出の万円未満は調整しています。

決算特別委員会

委 員 長　下田　昭

副委員長　奥山隆俊

委　　員　芦高省五、北川重信

橋本元秀、川田　裕

中山武彦、堀川和行

〔翌年度繰越財源（4,714万円）を含む〕
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委 員 会 付 託 議 案

総 務 財 政 委 員 会　〔平成21年９月10日〕

議第33号、議第36号、認第７号、認第８号 平成20年度決算

土地取得特別会計

歳入　１億2 ,734万円

歳出　　 4 ,637万円

差引　　 8 ,097万円

財産区財産特別会計

歳入　　 5 ,814万円

歳出　　 5 ,814万円

差引　　 0万円

委 員 長　川田　裕

副委員長　河杉博之

委　　員　黒松康至

芦高省五

関　義秀

中村良路

民 生 文 教 委 員 会　〔平成21年９月11日〕

議第32号、議第34号、議第35号、議第37号、議第38号、議第39号、

議第40号、認第２号、認第３号、認第４号、認第５号

平成20年度決算
国民健康保険特別会計
歳入　59億4,064万円
歳出　61億6,895万円
差引 △2億2,831万円
老人保健特別会計
歳入　 4億5,034万円
歳出　 4億2,079万円
差引　　 2,955万円
後期高齢者医療特別会計
歳入　 4億8,057万円
歳出　 4億6,720万円
差引　　 1,337万円
介護保険特別会計
歳入　27億4,128万円
歳出　26億9,768万円
差引　　 4,359万円

委 員 長　橋本元秀

副委員長　下田　昭

委　　員　長谷川 翠

小西高吉

堀川和行

池田英子

建 設 水 道 委 員 会　〔平成21年９月14日〕

議第41号、議第42号、議第43号、認第６号、認第９号
平成20年度決算

下水道事業特別会計
歳入　14億7,384万円
歳出　14億7,044万円
差引 340万円

水 道 事 業 会 計
(収益的収支)
収入　18億5,261万円
支出　18億5,173万円
(資本的収支)
収入 １億7,986万円　
支出　12億8,040万円

委 員 長　奥山隆俊

副委員長　中山武彦

委　　員　北川重信

細井宏純

森井常夫

池原道生

▲中和幹線事業
（土地取得特別会計）

▲保健センターでの特定健康診査
（国民健康保険特別会計）

▲送水管の布設工事
（水道事業会計）

※歳入、歳出の万円未満は調整しています。
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９月定例会の

一般質問は９月

15日、16日に

行われ、８人の

議員が市政全般

にわたり、市の

見解をただしました。その主な内容は次のとお

りです。
（掲載は質問順）

※詳細は、香芝市議会会議録検索システムwe b上

でご覧ください。

●
池
　
原
　
道
　
生

・
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ

い
て

・
自
然
環
境
整
備
に
つ
い
て

●
池
　
田
　
英
　
子

・
子
供
た
ち
に
ゆ
た
か
な
学
校
給
食
を

・
子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
安
心
・
安

全
な
ま
ち
づ
く
り
を

●
中
　
山
　
武
　
彦

・
健
康
安
心
の
市
政
に
つ
い
て

・
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
導
入
な
ど
安
全
な

通
園
、
通
学
を
確
保
す
る
方
策
に
つ

い
て
　

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
（
学
校
運

営
協
議
会
）
構
想
に
つ
い
て

●
森
　
井
　
常
　
夫

・
香
芝
市
の
少
子
化
対
策
に
つ
い
て
　

・
香
芝
市
に
お
け
る
都
市
計
画
に
つ
い

て
●
中
　
村
　
良
　
路

・
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
つ
い
て
　

・
香
芝
市
総
合
プ
ー
ル
の
有
効
利
用
に

つ
い
て

・
空
気
清
浄
機
の
導
入
に
つ
い
て

●
小
　
西
　
高
　
吉

・
安
全
・
安
心
し
て
産
み
育
て
ら
れ
る

環
境

●
河
　
杉
　
博
　
之

・
香
芝
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
今
後
の
動

向
に
つ
い
て

●
芦
　
高
　
省
　
五

・
不
況
対
策
に
つ
い
て

・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ

http://www.g i j i roku .net/city. kashiba/

一
般
質
問

質
問
者
・
項
目

平成21年12月７日 議会だより 第125号

意見書第３号　新型インフルエンザ対策に関する意見書を、
内閣総理大臣、総務大臣、厚生労働大臣、文部科学大臣に提出！！

新型インフルエンザ対策は、国、地方自治体及び医療機関などが協力して迅速に取り組むことが必要であることか

ら、香芝市では、早急に対策委員会を立上げ、国や県と情報の共有と総合的な対策を講じているが、新型インフルエ

ンザの感染は全国的に蔓延し、中、学校などでは学級閉鎖等の措置を執らなければならない事態に至っています。

また、ワクチンの不足、行動計画策定の遅れ等の課題を残していることから、国家的な危機管理の視点にたって国

民の安全で安心な生活を守るとともに、円滑な社会活動が維持されるよう、次の事項を実現するよう要望しました。

（要約）

記

１　国の万全の危機管理体制のもと、感染情報やＷＨＯの発する情報などについて、地方公共団体への迅速な情報提

供を行うこと。

２　新型インフルエンザ対策について、国民への周知を徹底するとともに、地方公共団体が行う緊急措置に対する経

費に、十分な財政措置を講ずること。

３　新型インフルエンザのパンデミックワクチンの接種体制の整備を早急に行うこと。

４　新型インフルエンザに係る医療体制の整備について、各地方公共団体と連携を図るとともに、発熱外来の設置に

必要な感染防護具、簡易検査キット等の器材や遺伝子検査のための各種検査機器の整備に必要な財政措置を講ず

ること。

５　感染防止措置を図るための医療機関の改修整備や人工呼吸器等の経費助成を初めとした支援を早急に行うこと。

また、発熱外来で診療に当たる医師等が感染した場合の補償を行うこと。

６　休止することを余儀なくされた保育所等に対する財政的補償を行うこと。

７　学校の休校等により生じた児童及び生徒の履修不足を補う措置を講ずること。

８　新型インフルエンザの感染拡大に伴う、国民生活や経済活動の制約によって生じる経済的な損失補償を検討する

こと。
平成21年９月３日

※
一
般
質
問
と
は

議
員
が
、
そ
の
属
す
る
地
方
公
共
団

体
の
行
政
全
般
に
わ
た
り
、
執
行
機
関

に
対
し
事
務
の
執
行
の
状
況
及
び
将
来

に
対
す
る
方
針
等
に
つ
い
て
所
信
を
質

し
、
あ
る
い
は
報
告
や
説
明
を
求
め
又

は
疑
問
を
質
す
こ
と
を
い
い
ま
す
。

※
質
問
方
式
は

香
芝
市
議
会
で
は
従
来
、
質
問
者
が

質
問
項
目
の
全
て
を
一
括
し
て
質
問

し
、
理
事
者
が
一
括
し
て
答
弁
す
る
一

括
方
式
で
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
議
会

改
革
の
一
環
と
し
て
、
平
成
20
年
９
月

議
会
か
ら
、
議
員
と
理
事
者
が
対
面
し

て
一
問
ず
つ
質
問
と
答
弁
を
行
う
一
問

一
答
方
式
で
行
っ
て
い
ま
す
。
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一般質問

▼
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て

（
問
）
市
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て

[
市
民
生
活
部
長]

現
在
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

と
し
て
は
実
施
し
て
い
な
い
が
、
解
決
に

は
一
人
一
人
の
マ
ナ
ー
意
識
の
向
上
が
重

要
だ
と
考
え
て
い
る
。

今
後
、
美
化
意
識
の
向
上
、
快
適
な
生

活
環
境
づ
く
り
の
た
め
、
市
民
、
事
業
者
、

行
政
が
協
働
し
て
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
取
り

組
み
た
い
。

（
要
望
）
市
民
の
意
見
を
把
握
し
、
快
適

な
生
活
環
境
を
目
指
し
た
条
例
制
定
も
視

野
に
入
れ
た
取
り
組
み
を
お
願
い
す
る
。

▼
自
然
環
境
整
備
に
つ
い
て

（
問
）
今
池
親
水
公
園
の
利
用
に
つ
い
て

[

企
画
調
整
部
長]

現
在
は
、
子
育
て
世
代

の
お
か
あ
さ
ん
た

ち
が
子
供
た
ち
と

楽
し
く
過
ご
す
姿

や
、
周
回
道
路
で

は
健
康
の
た
め
、

ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
を
さ

れ
る
姿
が
多
数
見
受
け
ら
れ
る
。

ま
た
例
年
、
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
や
冬

彩
で
も
有
効
に
利
用
し
て
い
る
。

（
問
）
今
池
の
水
源
の
浄
化
に
つ
い
て

[

産
業
建
設
部
長]

上
流
部
で
の
水
質
改
善

の
施
策
は
講
じ
て
い
な
い
が
、
今
池
の
東

の
端
に
井
戸
を
掘
り
、
改
善
す
る
措
置
を

講
じ
て
い
る
。

（
問
）
廃
食
油
の
回
収
や
Ｂ
Ｄ
Ｆ
利
用
に

つ
い
て

[

市
民
生
活
部
長]

現
在
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で

も
や
っ
て
お
り
、
今
後
力
を
入
れ
て
い
こ

う
と
考
え
て
い
る
。

（
問
）
蛍
が
住
め
る
環
境
整
備
に
つ
い
て

[

企
画
調
整
部
長]

一
人
一
人
が
環
境
意
識

を
高
め
、
地
域
で
の
河
川
清
掃
活
動
な
ど

を
進
め
る
こ
と
で
、
蛍
が
住
め
る
環
境
を

取
り
戻
す
こ
と
は
可
能
だ
と
考
え
る
。

（
問
）
蛍
を
飛
ば
す
活
動
は
、
今
問
題
と

も
な
っ
て
い
る
理
科
離
れ
や
地
域
の
環
境

整
備
意
識
へ
の
啓
発
に
な
る
と
思
う
が
、

教
育
委
員
会
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

[

教
委
事
務
局
長]

小
学
校
の
理
科
で
は
、

自
然
観
察
を
通
じ
て
環
境
を
大
切
に
す
る

学
習
を
し
て
い
る
。
今
後
、
蛍
が
観
察
で

き
る
よ
う
な
自
然
環
境
を
次
世
代
に
引
き

継
ぐ
教
育
に
も
取
り
組
み
た
い
。

（
問
）
蛍
を
と
ば
す
た
め
の
環
境
美
化
活

動
等
を
提
案
す
る
考
え
に
つ
い
て

[

企
画
調
整
部
長]

今
後
は
、
地
域
に
お
い

て
蛍
再
生
に
つ
な
が
る
活
動
が
活
発
化
す

る
こ
と
に
期
待
す
る
と
と
も
に
、
行
政
と

し
て
も
人
的
、
物
的
支
援
に
つ
い
て
も
調

査
研
究
し
て
い
き
た
い
。

（
要
望
）
自
然
を
大
切
に
す
る
意
味
合
い
で

も
、「
笑
顔
を
ふ
や
す
蛍
を
飛
ば
そ
う
計

画
」
に
つ
い
て
の
検
討
お
願
い
す
る
。

池
原
　
道
生
　
議
員

▲国道165号線周辺（下田）

▼
子
供
た
ち
に
ゆ
た
か
な
学
校
給
食
を

（
問
）「
食
」
の
問
題
と
「
食
育
」
の
意
義

に
つ
い
て

[

教
育
長]

食
育
は
、
人
間
が
生
き
る
上
で

の
基
本
で
あ
り
、
知
育
、
徳
育
及
び
体
育

の
基
礎
と
な
る
べ
き
も
の
と
位
置
づ
け
て

い
る
。
ま
た
、
各
学
校
で
は
食
に
関
す
る

指
導
計
画
を
策
定
し
実
践
的
な
食
育
の
推

進
に
努
め
て
い
る
。

（
問
）
安
全
な
食
材
と
い
う
観
点
か
ら
、

地
産
地
消
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

[

教
育
長]

学
校
給
食
で
は
た
く
さ
ん
の
量

が
必
要
と
な
り
、
地
元
産
の
も
の
だ
け
で

賄
う
こ
と
は
で
き
な
い
状
況
も
あ
る
。
基

本
的
に
は
、
地
産
の
も
の
を
大
切
に
使
用

し
、
不
足
分
は
他
の
地
方
の
生
産
品
を
活

用
す
る
と
い
う
形
で
運
営
し
て
い
る
。

（
要
望
）
不
足
分
は
仕
方
な
い
が
、
地
元

の
生
産
者
が
わ
か
る
よ
う
な
食
材
を
多
く

取
り
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
問
）
民
間
委
託
を
し
た
小
学
校
の
現
状

に
つ
い
て

[

教
育
長]

安
全
・
安
心
、
そ
し
て
お
い
し

い
給
食
を
提
供
す
る
た
め
、
自
校
調
理
方

式
を
保
っ
た
ま
ま
、
調
理
業
務
の
み
を
委

託
し
て
い
る
。
調
理
委
託
校
で
は
、
市
の

栄
養
士
が
市
内
統
一
献
立
、
統
一
食
材
の

提
供
を
行
い
、
栄
養
管
理
や
市
の
衛
生
基

準
の
遵
守
を
義
務
づ
け
、
市
の
責
任
と
管

理
の
も
と
に
調
理
を
実
施
し
て
い
る
。

（
要
望
）
中
学
校
給
食
の
実
施
を
考
え
て

い
く
体
制
づ
く
り
を
お
願
い
す
る
。

▼
子
供
か
ら
高
齢
者
も
安
心
・
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
を

（
問
）
主
要
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
に

つ
い
て

[

企
画
調
整
部
長]

五
位
堂
駅
で
は
３
基
、

二
上
駅
で
は
３
基
、
関
屋
駅
で
は
２
基
分

の
整
備
に
か
か
る
経
費
を
今
回
の
補
正
予

算
で
提
案
し
て
い
る
。

（
問
）
五
位
堂
駅
北
側
の
駅
広
場
か
ら
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
に
つ
い
て

[

企
画
調
整
部
長]

駅
構
外
の
設
置
は
、
当

初
補
助
対
象
外
で
あ
っ
た
が
、
今
回
の
地

域
活
力
基
盤
創
造
計
画
交
付
金
で
の
整
備

と
し
て
申
請
し
て
い
る
が
、
今
後
ど
う
な

る
か
は
未
定
で
あ
る
。

（
問
）
不
安
な
道
路
状
況
、
現
在
の
通
学

路
の
安
全
に
つ
い
て

[

教
委
事
務
局
長]

危
険
性
の
懸
念
さ
れ
る

場
所
も
あ
る
が
、

学
校
で
児
童
・
生

徒
に
安
全
指
導
を

行
い
、
警
察
や
市

の
関
係
所
管
課
と

も
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
で
き
る
限

り
改
善
し
て
い
き
た
い
。

（
要
望
）
下
田
地
区
の
国
道
165
号
線
周
辺

に
つ
い
て
の
対
策
も
お
願
い
す
る
。

池
田
　
英
子
　
議
員

▲今池親水公園（下田）
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一般質問

▼
健
康
安
心
の
市
政
に
つ
い
て

（
問
）
細
菌
性
髄
膜
炎
の
予
防
に
必
要
な

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
助
成
に
つ
い
て

[

保
健
福
祉
部
長]

現
在
、
国
の
補
助
制
度

が
な
い
状
況
で
あ
り
、
今
後
は
接
種
率
や

財
政
面
、
ま
た
国
や
県
の
動
向
を
見
守
り
、

社
会
情
勢
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
検
討
し

て
い
き
た
い
。

（
問
）
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
施
策
の
振
興
に

つ
い
て

[

教
育
長]

学
校
教
育
で
は
も
ち
ろ
ん
、
市

民
ス
ポ
ー
ツ
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
充
実
と

振
興
を
図
る
た
め
、
諸
条
件
の
整
備
に
努

め
て
い
る
。
今
後
は
、
総
合
型
地
域
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
活
性
化
も
含
め
、
市
民
ス
ポ

ー
ツ
の
充
実
と
発
展
を
図
り
た
い
。

（
問
）
も
っ
と
広
い
視
野
か
ら
、
ス
ポ
ー

ツ
振
興
を
考
え
る
必
要
性
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

[

企
画
調
整
部
長]

現
在
、
基
本
的
に
は
、

ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

は
、
教
育
委
員
会
で
展
開
を
図
っ
て
い
く

考
え
で
あ
る
。
今
後
、
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
に
つ
い
て
さ
ら

に
論
議
を
深
め
対
応
し
て
い
き
た
い
。

▼
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
導
入
な
ど
、
安
全
な

通
園
、
通
学
を
確
保
す
る
方
策
に
つ
い
て

（
問
）
高
低
差
が
あ
る
居
住
地
の
実
情
や

距
離
、
治
安
面
な
ど
に
配
慮
し
た
ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
導
入
に
つ
い
て

[

教
育
長]

教
育
の
機
会
均
等
と
い
う
公
教

育
の
原
則
か
ら
も
、
著
し
く
通
学
距
離
が

遠
い
と
は
考
え
て
い
な
い
の
で
、
現
状
で

は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
導
入
は
考
え
て
い
な

い
。
ま
た
、
安
全
な
通
学
等
に
つ
い
て
は
、

地
域
の
方
々
の
見
守
り
活
動
な
ど
、
多
く

の
方
々
の
ご
厚
意
と
ご
協
力
等
を
得
て
万

全
を
期
す
べ
く
努
力
し
て
い
る
。

（
問
）
公
共
バ
ス
の
活
用
に
つ
い
て

[

総
務
部
長]

公
共
バ
ス
を
児
童
・
生
徒
の

送
迎
等
に
利
用
す
る
こ
と
は
、
運
行
業
務

契
約
上
非
常
に
難
し
い
。

（
要
望
）
安
全
面
に
配
慮
し
た
ス
ク
ー
ル

バ
ス
を
、
将
来
的
な
課
題
と
し
て
考
え
て

い
た
だ
き
た
い
。

▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
（
学
校
運
営

協
議
会
）
構
想
に
つ
い
て

（
問
）
学
校
が
地
域
と
連
携
し
て
、
主
体

的
な
運
営
を
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー

ル
構
想
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
評
価
し
、

ま
た
認
識
し
て
い
る
の
か
。

[

教
育
長]

民
主
的
に
運
営
さ
れ
適
正
に
機

能
す
れ
ば
大
き
な
力
を
発
揮
す
る
が
、
そ

の
組
織
化
や
運
営
等
は
難
し
い
課
題
も
あ

る
の
で
、
学
校
運
営
協
議
会
の
設
置
等
と

そ
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
検
討

課
題
と
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
要
望
）
分
権
時
代
に
お
い
て
成
功
例
も

あ
る
の
で
、
そ
の
設
置
の
機
運
づ
く
り
を

今
後
の
課
題
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

中
山
　
武
彦
　
議
員

▼
香
芝
市
の
少
子
化
対
策
に
つ
い
て

（
問
）
待
機
児
童
の
解
消
に
向
け
た
保
育

所
の
建
設
計
画
に
つ
い
て

[

保
健
福
祉
部
長]

本
年
度
当
初
は
、
待
機

児
童
ゼ
ロ
で
あ
っ
た
が
、
九
月
一
日
現
在

で
は
34
人
の
待
機
児
童
が
発
生
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
量
的

拡
充
は
緊
急
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
で
あ

り
、
旭
ケ
丘
の
保
育
所
用
地
に
施
設
の
新

設
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
問
）
保
育
所
整
備
に
向
け
た
民
間
活
力

導
入
に
つ
い
て

[

保
健
福
祉
部
長]

保
育
施
設
整
備
費
の
補

助
金
は
、
民
設
民
営
の
み
が
対
象
と
な
り
、

公
立
保
育
所
に
は
適
用
さ
れ
な
い
こ
と

や
、
民
間
で
行
え
る
サ
ー
ビ
ス
は
で
き
る

だ
け
民
間
に
ゆ
だ
ね
た
い
と
考
え
て
い
る

の
で
、
子
育
て
支
援
対
策
臨
時
特
例
交
付

金
を
活
用
し
て
、
民
設
民
営
に
よ
り
整
備

を
図
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

（
問
）
事
業
者
の
選
定
に
つ
い
て

[

保
健
福
祉
部
長]

事
業
法
人
は
、
有
識
者

や
保
護
者
の
代
表
等
で
構
成
す
る
委
員
会

を
設
置
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
検
討

を
行
い
決
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

▼
香
芝
市
に
お
け
る
都
市
計
画
に
つ
い
て

（
問
）
現
在
の
市
街
化
調
整
区
域
の
開
発

許
可
に
つ
い
て

[

都
市
整
備
部
長]

都
市
計
画
法
上
、
市
街

化
調
整
区
域
で
は
、
主
と
し
て
建
築
物
の

建
築
に
供
す
る
目
的
で
行
う
土
地
の
区
画

形
質
の
変
更
は
抑
制
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
知
事
許
可
と
な
る
が
、
同
法
第
34
条

の
規
定
に
よ
り
許
可
さ
れ
て
い
る
場
合
も

あ
る
。

（
問
）
市
街
化
調
整
区
域
の
開
発
行
為
の

規
制
緩
和
に
つ
い
て

[

都
市
整
備
部
長]

県
で
平
成
十
七
年
度
に

条
例
制
定
さ
れ
、
本
市
の
高
・
上
中
地
区

の
一
部
約
16
・
６
ha
が
、
平
成
十
九
年
に

区
域
指
定
を
受
け
て
い
る
。

（
問
）
磯
壁
新
在
家
線
周
辺
で
、
高
田
バ

イ
パ
ス
を
活
用
し
、
都
計
法
34
条
の
特
定

流
通
業
務
施
設
や
工
場
倉
庫
等
を
開
発

し
、
建
築
す
る
こ
と
に
つ
い
て

[

都
市
整
備
部
長]

こ
の
区
域
の
、
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
の
位
置
づ
け
は
、

田
園
環
境
の
保
全

と
活
用
と
し
て
二

上
山
へ
の
良
好
な

眺
望
を
確
保
、
農

地
の
活
用
と
な
っ

て
お
り
、
都
市
計
画
部
門
以
外
の
施
策
も

あ
わ
せ
た
対
応
も
必
要
で
、
現
状
と
し
て

は
、
こ
の
区
域
で
の
工
場
等
の
開
発
は
、

県
の
基
準
に
適
合
し
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

（
要
望
）
そ
の
地
域
の
実
情
に
合
っ
た
都

市
計
画
法
の
改
正
や
許
可
基
準
の
見
直
し

に
つ
い
て
も
検
討
願
い
た
い
。

森
井
　
常
夫
　
議
員

▲磯壁新在家線周辺
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一般質問

▼
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
つ
い
て

（
問
）
資
源
ご
み
の
持
ち
去
り
防
止
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

[

市
民
生
活
部
長]

定
期
的
な
パ
ト
ロ
ー
ル

も
実
施
し
、
抜
き
取
り
防
止
に
努
め
て
い

る
。
今
後
は
、
先
進
地
の
事
例
や
問
題
点

も
調
査
研
究
し
て
考
え
て
い
き
た
い
。

（
問
）
ご
み
の
有
料
化
に
つ
い
て

[

市
民
生
活
部
長]

有
料
化
は
、
二
、
三
年

後
を
め
ど
に
実
施
を
し
た
い
と
考
え
て
い

る
が
、
市
民
の
皆
様
の
意
見
も
聞
き
な
が

ら
進
め
て
い
き
た
い
。

（
要
望
）
市
民
の
意
見
を
よ
り
多
く
、
広

く
聞
い
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

（
問
）
収
集
や
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
し
て
専

門
的
な
業
務
を
行
う
廃
棄
物
対
策
課
（
仮

称
）
の
新
設
に
つ
い
て

[

市
民
生
活
部
長]

各
所
管
で
連
絡
を
取
り

合
っ
て
業
務
を
進
め
て
お
り
、
現
時
点
で

は
、
課
の
新
設
は
考
え
て
い
な
い
。

（
問
）
収
集
セ
ン
タ
ー
で
の
新
し
い
取
り

組
み
に
つ
い
て

[

市
民
生
活
部
長]

玄
関
前
で
の
ご
み
収
集

と
声
か
け
を
行
う
、
ふ
れ
あ
い
収
集
や
、

ワ
ク
チ
ン
援
助
に
な
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

キ
ャ
ッ
プ
収
集
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

（
問
）
今
後
の
リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て

[

市
民
生
活
部
長]

収
集
回
数
や
場
所
等
の

変
更
を
行
い
、
収
集
量
の
増
加
を
図
り
、

リ
サ
イ
ク
ル
の
拡
大
に
取
り
組
み
た
い
。

（
問
）
収
集
回
数
や
収
集
場
所
の
変
更
で

リ
サ
イ
ク
ル
の
拡
大
を
図
れ
る
か
。

[

市
民
生
活
部
長]

排
出
し
や
す
い
環
境
を

整
備
す
れ
ば
、
収

集
量
の
増
加
に
つ

な
が
り
、
資
源
化

率
が
向
上
し
リ
サ

イ
ク
ル
の
拡
大
が

図
れ
る
と
考
え
て

い
る
。

（
問
）
下
水
道
整
備
等
に
伴
う
一
般
廃
棄

物
処
理
業
の
合
理
化
に
関
す
る
特
例
措
置

法
に
つ
い
て

[
市
民
生
活
部
長]

同
法
に
基
づ
く
合
理
化

事
業
実
施
の
基
本
方
針
と
し
て
は
、
平
成

二
十
三
年
度
を
め
ど
に
代
替
業
務
を
提
供

し
、
業
者
の
経
営
上
の
緩
和
策
を
実
施
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

▼
香
芝
市
総
合
プ
ー
ル
の
有
効
利
用
に

つ
い
て

（
問
）
年
間
を
通
じ
て
の
利
用
に
つ
い
て

[

教
委
事
務
局
長]

利
活
用
検
討
会
で
、
老

朽
化
や
閉
園
期
間
の
活
用
に
つ
い
て
検
討

し
た
が
、
補
修
等
を
加
え
現
状
ど
お
り
営

業
を
行
う
べ
き
と
の
結
論
に
達
し
た
。

▼
空
気
清
浄
機
の
導
入
に
つ
い
て

（
要
望
）
保
育
所
や
幼
稚
園
、
小
・
中
学

校
で
の
設
置
に
つ
い
て
の
必
要
性
を
考
え

て
い
た
だ
き
、
検
討
願
い
た
い
。

中
村
　
良
路
　
議
員

▼
安
全
・
安
心
し
て
産
み
育
て
ら
れ
る

環
境
に
つ
い
て

（
問
）
産
科
、
救
急
小
児
科
の
あ
る
病
院

設
置
に
つ
い
て

[

保
健
福
祉
部
長]

保
健
医
療
圏
ご
と
に
設

定
さ
れ
て
い
る
基
準
病
床
数
の
関
係
上
、

本
市
で
病
院
設
置
は
認
め
ら
れ
な
い
状
況

が
続
い
て
い
る
。
昨
年
五
月
に
病
院
設
置

を
奈
良
県
知
事
に
要
望
を
し
た
が
、
基
準

病
床
数
の
算
定
が
法
令
で
定
め
ら
れ
、
県

に
裁
量
権
も
な
く
、
進
展
し
て
い
な
い
。

（
問
）
一
刻
も
早
く
救
急
小
児
科
へ
対
応

で
き
る
体
制
づ
く
り
に
つ
い
て

[

市
長]

知
事
に
要
望
し
て
い
る
が
、
見
通

し
が
つ
か
な
い
状
況
で
あ
る
。
今
後
は
、

東
朋
病
院
を
基
軸
と
し
医
師
会
の
ご
協
力

も
い
た
だ
き
、
体
制
づ
く
り
を
進
め
た
い

と
考
え
て
お
り
、
あ
る
程
度
の
下
協
議
が

進
ん
だ
ら
協
議
会
を
立
ち
上
げ
た
い
。

（
問
）
保
育
所
、
学
童
保
育
所
（
公
立
）

施
設
の
改
修
工
事
、
整
備
計
画
に
つ
い
て

[

保
健
福
祉
部
長]

保
育
所
は
、
老
朽
化
が

進
ん
で
い
る
も
の
も
あ
り
、
順
次
改
修
を

行
い
保
育
環
境
の
改
善
を
図
っ
て
い
る
。

ま
た
、
学
童
保
育
所
も
一
部
老
朽
化
が
進

ん
で
お
り
、
修
繕
工
事
に
よ
り
、
施
設
の

維
持
及
び
環
境
の
向
上
に
努
め
て
い
る
。

今
後
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
を
総

合
的
に
検
討
し
、
財
政
状
況
も
勘
案
し
て

順
次
計
画
的
に
進
め
た
い
。

（
要
望
）
プ
レ
ハ
ブ
で
造
ら
れ
た
学
童
保

育
所
に
は
疑
問
が
あ
る
。
特
に
、
早
急
に

ト
イ
レ
を
何
と
か
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
問
）
通
学
路
に
お
け
る
危
険
箇
所
の
判

断
基
準
に
つ
い
て

[

教
委
事
務
局
長]

明
確
な
基
準
は
な
い

が
、
交
通
量
が
多
い
の
に
歩
道
や
路
側
帯

が
な
い
箇
所
や
、
飛
び
出
し
事
故
が
多
い

箇
所
な
ど
が
一
つ
の
基
準
と
考
え
る
。

（
要
望
）
立
哨
時
の
交
通
安
全
施
設
発
見

カ
ー
ド
等
を
活
用
し
、
各
所
管
課
の
連
携

を
密
に
し
て
安
全
対
策
を
お
願
い
す
る
。

（
問
）
通
学
路
に
隣
接
す
る
上
牧
町
の
焼

却
場
移
転
問
題
の
進
捗
に
つ
い
て

[

市
民
生
活
部
長]

平
成
五
年
か
ら
新
焼
却

場
の
建
設
計
画
が

進
め
ら
れ
た
が
、

そ
の
後
合
併
問
題

も
あ
り
、
移
転
問

題
は
大
き
な
進
展

が
な
く
現
在
に
至

っ
て
い
る
。

（
問
）
焼
却
場
付
近
を
通
学
路
と
し
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て

[

教
委
事
務
局
長]

十
八
年
度
か
ら
子
供
た

ち
が
焼
却
場
前
を
通
学
路
と
し
て
通
っ
て

い
る
こ
と
は
十
分
認
識
し
て
い
る
。

（
要
望
）
教
育
委
員
会
も
声
を
上
げ
、
市

民
生
活
部
と
も
協
力
し
て
安
全
環
境
改
善

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

小
西
　
高
吉
　
議
員

▲ペットボトルのリサイクル作業

▲上牧町の焼却場周辺道路
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一般質問

▼
香
芝
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
今
後
の
動

向
に
つ
い
て

（
問
）
平
成
二
十
二
年
度
予
算
編
成
に
あ

た
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
に
つ
い
て

[

企
画
調
整
部
長]
二
十
二
年
度
の
予
算
編

成
は
、
費
用
対
効
果
の
検
証
を
行
い
、
無

駄
を
徹
底
的
に
省
く
と
と
も
に
、
緊
急
性
、

重
要
性
の
高
い
事
業
に
予
算
を
確
保
し
て

い
き
た
い
。

[

市
長]

市
民
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
「
生
活
快
適
都
市
」
の
実
現
を
、
ま
ち

づ
く
り
の
基
本
指
針
と
し
て
お
り
、
今
日

ま
で
は
、
駅
前
整
備
等
の
ハ
ー
ド
面
を
主

体
に
事
業
を
し
て
き
た
が
、
今
後
は
健
全

財
政
を
維
持
し
つ
つ
ソ
フ
ト
事
業
を
進
め

る
つ
も
り
で
あ
る
。
ど
の
項
目
を
重
点
施

策
と
し
て
行
う
か
等
に
つ
い
て
、
今
後
の

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

（
問
）
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
に
あ
た
り
、

行
改
推
進
の
た
め
の
機
構
改
革
に
つ
い
て

[

企
画
調
整
部
長]

平
成
二
十
二
年
四
月
を

め
ど
に
機
構
改
革
を
行
う
予
定
で
、
ハ
ー

ド
事
業
か
ら
ソ
フ
ト
事
業
へ
の
転
換
を
基

本
と
し
た
組
織
変
更
を
検
討
し
て
い
る
。

（
問
）
縦
割
組
織
か
ら
横
割
組
織
へ
の
改

革
に
つ
い
て
、
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

[

企
画
調
整
部
長]

機
構
改
革
を
行
う
に
際

し
て
は
、
形
の
上
で
は
縦
割
の
形
に
な
ら

ざ
る
を
得
な
い
が
、
連
携
す
る
部
分
を
明

確
に
し
た
中
で
の
組
織
変
更
を
し
た
い
。

（
問
）
駅
舎
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
に
つ

い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い
る
の
か
。

[

企
画
調
整
部
長]

現
在
、
近
畿
日
本
鉄
道

に
お
い
て
、
五
位
堂
駅
、
二
上
駅
、
関
屋

駅
に
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
の
新
設
及
び
福

祉
設
備
の
改
修
等

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
の
計
画
を
さ
れ

て
お
り
、
市
の
負

担
と
な
る
経
費
を

補
正
予
算
で
計
上
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
要
望
）
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
計
に
お
け

る
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

[

企
画
調
整
部
長]

設
計
は
こ
れ
か
ら
で
あ

る
が
、
事
業
主
体
の
近
鉄
に
は
、
少
な
い

経
費
で
、
市
民
に
と
っ
て
よ
り
利
便
性
の

高
い
施
設
整
備
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
要

望
し
て
い
る
。

（
要
望
）
市
民
が
使
い
や
す
い
、
利
便
性

に
重
点
を
置
い
た
整
備
を
お
願
い
す
る
。

（
問
）
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
す
に
あ
た
り
、
香
芝
市
バ
リ
ア
フ
リ

ー
基
本
構
想
の
策
定
に
つ
い
て

[

企
画
調
整
部
長]

県
内
で
策
定
し
て
い
る

市
町
村
は
な
い
が
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
新
法

を
基
軸
と
し
、
高
齢
者
や
障
害
者
に
優
し

い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
基
本
構
想
の
策
定
に
つ
い
て
、
一

歩
で
も
前
へ
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

河
杉
　
博
之
　
議
員

▼
不
況
対
策
に
つ
い
て

（
問
）
未
曾
有
の
大
不
況
の
中
で
の
中
小

企
業
者
対
策
に
つ
い
て

[

産
業
建
設
部
長]

本
市
で
は
、
中
小
企
業

者
等
を
支
援
す
る
制
度
と
し
て
中
小
企
業

資
金
融
資
制
度
及
び
新
規
創
業
資
金
融
資

利
子
補
給
金
交
付
制
度
を
設
け
て
お
り
、

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
保
証
制
度
に
係
る

特
定
中
小
企
業
者
認
定
事
業
や
公
的
融
資

制
度
、
総
合
相
談
窓
口
な
ど
の
中
小
企
業

者
を
支
援
す
る
施
策
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
融
資
を
必
要
と
さ
れ
る
中
小
企
業
の

状
況
に
す
早
く
対
応
す
べ
く
、
ス
ム
ー
ズ

な
認
定
事
務
に
努
め
て
い
る
。

（
問
）
消
費
税
の
増
税
に
は
反
対
で
あ
り
、

廃
止
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

[

産
業
建
設
部
長]

法
人
の
消
費
税
等
は
、

現
行
法
制
度
を
遵
守
し
て
い
き
た
い
。

（
問
）
こ
の
不
況
下
で
中
小
企
業
を
倒
産

に
追
い
や
っ
た
の
は
、
国
の
経
済
政
策
に

も
原
因
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

[

産
業
建
設
部
長]

国
に
お
い
て
も
中
小
企

業
の
活
性
化
に
努
力
を
し
て
い
る
。
本
市

で
は
、
国
の
制
度
を
よ
り
多
く
の
方
々
に

周
知
し
、
中
小
企
業
を
活
性
化
す
る
た
め

の
融
資
制
度
の
充
実
に
努
め
た
い
。

（
問
）
返
済
猶
予
制
度
に
つ
い
て

[

産
業
建
設
部
長]
返
済
猶
予
制
度
の
拡
充

が
で
き
れ
ば
、
市
内
の
中
小
企
業
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

（
問
）
中
小
企
業
が
発
展
す
る
た
め
に
、

融
資
枠
の
拡
充
以
外
に
何
か
特
効
薬
的
な

も
の
は
な
い
の
か
。

[

産
業
建
設
部
長]

特
効
薬
的
な
も
の
は
な

い
が
、
市
内
の
金
融
機
関
等
と
意
見
交
換

会
を
行
っ
て
お
り
、
市
と
し
て
も
中
小
企

業
の
発
展
に
努
め
て
い
る
。

（
問
）
意
見
交
換
会
の
内
容
に
つ
い
て
。

[

市
長]

こ
の
不
況
下
で
は
、
次
の
展
望
が

見
え
に
く
い
こ
と
か
ら
、
融
資
枠
を
拡
大

し
て
も
融
資
の
申
し
込
み
は
少
な
い
の
で

は
な
い
か
と
の
話
も
あ
っ
た
。
市
と
し
て

は
、
融
資
の
希
望
等
が
あ
れ
ば
、
金
融
機

関
に
要
望
し
て
い
き
た
い
。

▼
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て

（
問
）
制
度
の
見
直
し
だ
け
で
解
決
で
き

る
問
題
で
は
な
い
。
廃
止
を
す
る
べ
き
で

は
な
い
の
か
。

[

市
民
生
活
部
長]

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

は
、
ふ
え
続
け
る
医
療
費
の
負
担
を
明
確

に
し
た
こ
と
や
、
広
域
連
合
を
設
置
す
る

こ
と
に
よ
り
、
医
療
圏
が
奈
良
県
全
域
に

広
域
化
さ
れ
、
保
険
料
等
が
平
均
化
さ
れ

た
こ
と
な
ど
、
評
価
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。

さ
ら
に
、
保
険
料
の
賦
課
、
医
療
の
給

付
及
び
被
保
険
者
の
資
格
管
理
等
の
事
務

が
県
内
で
一
元
化
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
事

務
効
率
が
高
ま
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

今
後
は
、
国
の
動
向
を
見
極
め
な
が
ら

適
切
に
対
処
し
て
い
き
た
い
。

芦
高
　
省
五
　
議
員

▲エレベーター設置予定の
近鉄五位堂駅
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編

記

後

集

十
二
月
に
入
り
、
あ
わ
た
だ
し
さ

を
感
じ
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

以
前
よ
り
懸
念
さ
れ
て
い
た
、
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
が
猛
威
を

振
っ
て
拡
大
し
て
お
り
、
市
内
の
小
・

中
学
校
や
保
育
所
等
で
も
相
次
い
で

学
級
閉
鎖
な
ど
が
出
て
お
り
ま
す
。

本
市
議
会
は
、
本
年
五
月
に
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
特
別
委
員
会

を
設
置
し
、
市
当
局
と
協
議
を
重
ね
、

九
月
に
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対

策
に
関
す
る
意
見
書
を
国
に
提
出
す

る
な
ど
、
万
全
の
態
勢
を
と
っ
た
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
方
に
は
、
健
康
に
は

十
分
留
意
さ
れ
、
健
や
か
に
お
過
ご

し
に
な
ら
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

ご
意
見
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
議

会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
（
議
会
事
務

局
内
）
ま
で
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

委

員

長

中
　
村
　
良
　
路

副
委
員
長
　
堀
　
川
　
和
　
行

委
　
　
員
　
芦
　
高
　
省
　
五

〃
　
　

森
　
井
　
常
　
夫

〃
　
　

橋
　
本
　
元
　
秀

〃
　
　

川
　
田
　
　
　
裕

〃
　
　

中
　
山
　
武
　
彦

平成21年８月25日に開催されました奈良県市

議会議長会において、黒松康至議員が正副議長

として２年にわたり市政の発展に尽くされた功

績に対して感謝状を受けられ、さらに高谷 廣前

議員及び藤本みや子前議員においては、市議会

議員として20年以上市政に尽くされた功績に対

して表彰を受けられ、９月定例会でそれらの伝

達が行われました。

おめでとうございます。

藤本みや子前議員 高谷 廣前議員 黒松康至議員

※議会だより発行日において、定例会が開催されていますが、ご了承願います。

11月

12月

第６回香芝市議会定例会は下記日程です。

30（月）

１（火）

２（水）

３（木）

４（金）～６（日）

７（月）

８（火）、９（水）

10（木）、11（金）

12（土）～14（月）

15（火）

本 会 議

休 会

総 務 財 政 委 員 会

民 生 文 教 委 員 会

休 会

建 設 水 道 委 員 会

休 会

一 般 質 問

休 会

本 会 議

定例会の日程は、香芝市議会のホームページでも掲載しております。

平成21年
●９月

３日 本会議

７､８日 決算特別委員会

10日 総務財政委員会

11日 民生文教委員会

14日 建設水道委員会

15､16日 一般質問

24日 本会議　　　　　　

●10月

１日 香芝東中学校吹奏楽部来庁(全国出場報告)

９日 香芝・王寺環境施設組合議会

15､16日 奈良県市議会議長会視察研修（岡山市）

20､21日 総務財政委員会視察研修

・長野県茅野市

（行財政改革及び行政評価

について)

・長野県安曇野市　　　　　　

（新・交通システムについて)

23日 香芝・広陵消防組合議会

26､27日 香芝・王寺環境施設組合議

会視察研修

（京都府南丹市）

29､30日 香芝・広陵消防組合議会視察研修

（兵庫県佐用町）

●11月

12､13日 民生文教委員会行政視察

・鳥取県米子市

（指定管理者制度並びに公

立保育所民間移管について）

・鳥取市（認可外保育施設の

利用助成)

12､13日 建設水道委員会行政視察

・島根県大田市

（地域活性化事業について）

・岡山県新見市

（新特産品開発事業について）

13日 香芝東中学校吹奏学部来庁

（金賞受賞報告）

19日 福井県あわら市行政視察

来庁

（視察内容：子育て、子育ちの

まちづくり拠点事業について）

24日 奈良県市議会議長会

議　会　日　誌

（市議会議場）

（デマンドバス予約受付センター）

（米子市議会会議室）

（休耕田を利用した養殖場）

（旭ケ丘の子育て支援センター）

▲
▲

▲
▲

▲

奈良県市議会議長会より
表彰を受けられました。


